
TfSは、PCF算定の最初の一歩を踏み出すことが困難である
ことを理解しています。 
そのため、このツールキットを開発しました。

このツールキットは、必要なリソースのすべてを1か所で提供できるように設計されています。さっそく
このツールキットに取り組んで、共に変化をもたらしましょう。 ご不明な点がありましたら、お気軽に
お問い合わせください。

TfSガイドラインに準じてPCFを算定する主なメリットは次のとおりです。

PCFをTfSデータ交換プラットフォームで共有するメリットは次のとおりです。

TfSデータ交換プラットフォームの利用に興味があり
ますか？

PCFデータを算定して共有することのメリットとは？

TfS PCFガイドライン
TfS PCFガイドラインでは、化学メーカー向けの「Cradle-to-gate（ゆり
かごからゲートまで）」のPCFの具体的な算定方法について説明していま
す。PCFの算定手法を業界全体で統一するもので、大部分の化学製品に適
用できます。 

TfS PCFガイドラインは、複数の言語で利用できます。

化学メーカーでなくても、TfS PCFガイドラインを活用するべき十分な理由がありま
す。

ISO 14067などの
国際規格に準拠

化学業界
に特化

ガイドラインを利用している

50
社以上のメンバー企業

製品に関連するGHG
排出量をより深く理解
することで、サステナ

ビリティに関するパフォ
ーマンスと報告の質を
向上させ、排出量削減
目標を達成することが

できます。

業界全体で統一された
具体的な算定手法により、
PCF算定の効率を高め、
リソースを合理化し、

汎用ガイドラインの使用に
費やす時間を削減します。

多くの顧客が要求して
いる具体的なレベルで
PCFを報告することで、
顧客満足度を高め、新た
な売上を創出することが

できます。

「最高基準」または
業界ガイダンスとして、
化学業界に固有のPCF
算定を標準化および

調和させるのに役立ち
ます 。

ビジネスパートナー
との共有が容易

WBCSD PACTガイド
ラインに準拠

PCFデータを共有する
相手を管理できる

PCFデータを異なる
システムに入力する

作業負荷を軽減
 

契約上
の要件

デュー
デリジェンス

インセンティブ
プログラム

 

低炭素の
代替品

こちらもご覧ください

データモデル

Partnership for Carbon  
Transparency (PACT)

PCFデータ交換
のためのWBCSD
技術仕様

自社のGHG排出量を測定する

温室効果ガスプロトコルのような確立された方法論を用いて、ス
コープ1、スコープ2、スコープ3のGHG排出量のインベントリを実
施します。

これには、社内での部門横断的な作業が求められる場合もあり、外部の専門家の
支援が必要になることもあるでしょう。スコープ1、2、3の各排出量の見出しをクリ
ックして、下図をご覧ください。

以上が開始するためのステップです。
次は、より高度なステップについてです。

パリ協定の目標を達成するためには、
私たち全員がこのネットゼロへの道の
りを歩み続けなければなりません。

製品カーボンフットプリントは、  
ネットゼロの未来の実現に役立ちます。

気候変動に関連するリスクや機会、GHG排出量を削減することで得られるメリッ
トを訴えることで、社内の関係者を巻き込みましょう。

製品レベルで見る

スコープ1、2、3が企業単位での排出量データであるのに対し、製
品カーボンフットプリントは、排出量データを特定の物理的な製品
の単位に変換し、バウンダリ（境界）を明確にした上で、その製品の
最初から最後までのGHG排出量を表します。

化学品のバリューチェーンにはさまざまな業界が含まれています。業界のガイダン
スを参考にするか、専門家に相談することをおすすめします。

PCFデータを検証する 

これは、PCFデータの品質を向上させるのに役立つステップです。 

検証はさまざまな方法で行うことができます。

PCFデータをTfSデータ交換ソ
リューションに入力する 

TfSは、TfS PCFガイドラインに準拠してPCFデータを入力し、選択
したビジネスパートナーと共有するためのITソリューションを提供
します。

PCFデータを顧客と共有する 

TfS PCFガイドラインはデータモデルによってサポ
ートされており、効率的な方法でデータを共有する
ための技術ガイダンスを提供するWBCSD PACTイ
ニシアチブに準拠しています。 

ソフトウェアまたはクラウドソリューションをお持ち
の場合は、PACTの要件を統合して、バリューチェー
ン全体でデータ共有を可能にすることを検討してく
ださい。

排出量削減の道筋を明らかにし、自社事
業の目標を設定する 

スコープ1、スコープ2、スコープ3の排出量のデータを活用して、組織
内のホットスポットと排出量削減の機会を特定します。

エネルギー効率、燃料や電気の供給源、施設内での日々の活動を考慮します。

技術的な実現可能性、財務上の影響、事業目標との整合性などの要因を考慮して、さ
まざまな排出削減対策の実現可能性、費用対効果、潜在的な影響を評価します。

サプライチェーンの
排出量を分析する
 
貴社が及ぼす影響は、貴社の事業の枠を超えて広がっています。

科学に基づく目標を設定する  

パリ協定の目標に沿った排出削減目標を設定するための科学に基
づく目標イニシアチブ（SBTi ）とその基準をよく理解してくださ
い。 

自社組織の気候変動への影響と排出量削減能力を評価します。

そのうえで、地球温暖化を産業革命前の水準よりも2℃または
1.5℃を十分に下回る水準に抑えるという、野心的で信頼できる
目標を設定します。

気候問題を自社の
事業戦略に組み込む
   
脱炭素化には、バリューチェーン全体と社会全体での参加が必要です。

サプライチェーンに
脱炭素化を組み込む
   
サプライチェーンの排出量分析に基づいて、活用できる自社の影響
力を考慮したうえで、サプライヤーに脱炭素化の行動をどのように
浸透させるかを決定します。 

サプライヤーエンゲージメント戦略を策定し、調達プロセスにサステナビリティを
組み込みます。

これらは、気候変動移行戦略を策定する際に行うべき問いかけのほんの一例にす
ぎません。

物理的リスク、移行リスク、責任リスクを考慮しつつ、気候変動が組織の事業、サ
プライチェーン、市場、利害関係者にもたらす潜在的なリスクと機会を評価しま
す。
また、次のことも検討できます。

• 気候変動関連の指標を意思決定に組み込む。
• 社内外に貴社のコミットメントを伝える。
•  たとえば、低炭素製品の開発や提供を通じて、顧客の脱炭素化の取り組みをど

のように支援できるかを検討する。

関係者の関与を促す
 
気候変動の影響を管理・測定するのに支援が必要な人を特定します。

協力者には、業務チーム、エンジニア、HSE（労働安全衛生・環境保全）、サステナビリ
ティなどの部門が考えられます。

自社施設

 間接排出量の
スコープ2

  

s

 

PFCsCO2
SF6HFC8CH4

N2O
CO2e

間接排出量の
スコープ3

間接排出量の
スコープ3

間接排出量の
スコープ1

賃貸施設 輸送・配送

販売した製品の加工

販売した製品の使用

製品使用終了後 賃貸施設 リース資産 フランチャイズ 投資業務廃棄物燃料/
エネルギー関連

輸送・配送購入した物品・
サービス

上流活動 報告企業 下流活動

資本財

従業員の通勤

出張

自社施設

社用車

まずは基本から始めましょう。

排出量データを測定し共
有するだけでなく、ネット
ゼロの未来という目標を
達成するために、削減の
機会を検討することが重
要です。

データの流れのどこにあ
っても、排出量削減のため
の行動を始めることがで
きます。

脱炭素化

ネットゼロの未
来において、貴社
の事業はどのよ
うなものになる
でしょうか？

サプライチェー
ンの排出量を削
減するにはどう
すればよいので
しょうか？

使用後材料などの下流排出量を削減す
るには、どのような変化が必要でしょ
うか？

貴社が取る行動すべてを、よりサステナブルな未来のために役立てることができます。 

挑戦を受け入れ、機会をつかみ、ネットゼロへの道をリードしましょう。

その他のリソースについては、TfSのウェブサイトとTfSアカデミーにアクセスしてくださ
い。

変化をもたらす
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こちらもご覧ください

TfS PCFデータ交換
ソリューションフライヤー 

TfS PCFデータ交換
ソリューション

ユーザーガイド：
PCFの要求

ユーザーガイド：
PCF要求への対応

シーメンス：
「お手伝いできることは？」

SiGreen：
ナレッジベース

PCF交換ソリューション：
サプライヤーに関するよくある質問 

こちらもご覧ください

トレーニング資料の概要

こちらもご覧ください

TfSのYouTubeチャンネル

TfS PCFガイドライン GO

GO

こちらもご覧ください

TfS PCFガイドライン多言語版

TfS PCF 
ガイドラインとPCF算定方法について学ぶ

こちらもご覧ください

米国エネルギー省
産業脱炭素化への道
商業リフトオフ

排出量削減を
しっかり理解する

こちらもご覧ください

目標設定
の概要 

気候変動
目標の設定

こちらもご覧ください

TfS 
サプライヤーエンゲージメントハンドブック

第一者 第二者 第三者

専門家による社内検証 PCFを受け取る企業の専門
家による検証

ISO 14067またはTfS 
PCFガイドラインに準拠し
た第三者機関による独立し

た検証

分析

評価 

道のりは一直線ではありません。今日、多くの
企業がさまざまな段階にあり、それぞれが異
なる道筋をたどっています。 

本ガイドはこの道のりの一般的なステップを
まとめたもので、どの段階にある企業にとって
も手助けとなるリソースへのリンクを掲載して
います。

詳細はこちら

TfS PCFガイドライン
TfS PCFガイドラインでは、化学メーカー向けの
「Cradle-to-gate（ゆりかごからゲートまで）」のPCF
の具体的な算定方法について説明しています。PCFの
算定手法を業界全体で統一するもので、大部分の化
学製品に適用できます。

化学メーカーでなくても、たとえば購入した化学製品にTfS PCFガイドライン
を用いることができます。物流などの一部の業界では、顧客向けに化学品の
PCFやその他の排出量インベントリへのインプット情報を提供することがあ
ります。

こちらもご覧ください

GHGプロトコル

スコープ1と2の排出量とは何か

スコープ3排出量とは何か

トレーニング資料の概要
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GO
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GO
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GO
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GO
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GO

GO

短期的・長期的に関連する商業的・経済的問題を評価し、気候変動移行戦略と
の関連性を確認します。

エネルギー
と供給原料

変換と精製 基礎化学品 特殊化学品 配送と物流 消費財と工業
製品 
 

小売と末端市
場向け製品 

PCFガイドラインは
有用ですが、直接適
用することはできま
せん

PCFガイドライン
が適用できます

PCFガイドラインが
役に立つかもしれま
せん。 こちらもご覧
ください：海上貨物
憲章、GLECフレーム
ワーク、SFC

PCFガイドラインは、
末端市場向け製品の
カーボンフットプリン
トのインプットをサ
ポートしています

PCFガイドラインが
役に立つかもしれ
ません

PCFガイドラインが適用
できます

PCFガイドラインは、これ
らの物品へのインプットを
サポートしています

質問 気候変動とは？

解答 気候への影響とは、主に二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、亜酸化窒素
（N2O）などの温室効果ガス（GHG）の放出を通じて、人類の活動が地球の気
候システムに及ぼす影響のことを指します。

質問 気候変動がもたらすリスクとは何か

解答 気候変動は、異常気象、海面上昇、農業や水資源の破壊など、世界中の生態系、
地域社会、経済に重大なリスクをもたらします。

質問 カーボンフットプリントとは何か

解答 カーボンフットプリントとは、特定の活動、組織、製品、個人に関連する温室効
果ガス（GHG）の総排出量を測定するもので、通常はCO2換算で表されます。

質問 なぜそれが重要なのか

解答 GHG排出量を削減し、気候への影響を改善することは、企業にとって将来に
備えるだけでなく、価値創造を推進する上でも重要です。ステークホルダーの
関与や信頼に加えて、エネルギー効率や廃棄物削減によって可能なコスト削
減、規制の変更やサプライチェーンの混乱によるリスクをより適切に管理する
能力、イノベーションと新たな市場機会の可能性を考慮する必要があります。

スコープ 

1
スコープ1
報告組織が所有または管理している排出源から発生する直接的なGHG排出量。たとえ
ば、構内設備（ボイラー、炉、車両）での燃料の燃焼による排出量、化学的プロセスから
の排出量、設備からの漏出排出量（漏れなど）。

スコープ 

2
スコープ2
報告組織が購入または消費する電力、熱、蒸気の生成に関連する間接的なGHG排出
量（地域の電力会社からの電力など）。

スコープ 

3
スコープ3
上流と下流の両方の活動を含むバリュー チェーンで発生する間接的なGHG排出量。これ
らの排出量は、たとえば、購入した物品やサービス、輸送と配送、販売した製品の使用か
ら生じるもので、「カテゴリ」によって定義されます。バリューチェーンからのスコープ3排
出量は課題が多く、最も重要な影響を特定する必要があります。

スコープ3排出量を評価し、主要サプライヤーからの排出量、影響
の大きい排出量のカテゴリ、特定の材料投入やプロセスからの排
出量など、サプライチェーン内の排出量のホットスポットを特定し
ます。

契約上の仕組みのような影響力や支配力、より低炭素な代替物質
の機会などの影響を与える能力といった観点から、サプライヤー
に対する自社の影響力を分析します。この分析は、脱炭素化に関
する具体的な行動を優先順位付けして決定するために重要です。

Together for Sustainability（TfS）は、化学業界全体のCSR（企業の社会的責任）の基準を積極的に引き
上げています。TfSのメンバーは、自社およびサプライヤーの事業における持続可能性の改善に取り組んでい
る化学企業です。

Together for sustainability. Chemical supply chains for a better world.
 
© 2024 | Together for Sustainability
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化学業界をリードするサス
テナビリティの取り組みと、
WBCSD Pathfinderイニシア
ティブにおける化学業界の
ポイントの信頼性を活用

5か国語で
利用可能

バリューチェーン上の

60
以上の

組織が支持

PCF算定のプロセスへ進む 

PCFガイドラインへ進む

製品カーボンフットプリント（PCF）
サプライヤーツールキット

PCFガイドラインに関するよくあ
る質問 

PCFのFAQには、PCFに関連するよくある質問とその
回答が掲載されています。 

TfSは、TfSアカデミーとTfS のウェブサイトにさらなるリソースを
提供しています。これらの資料をご覧になり、PCFの算定についてさ
らに学んでください！ 

PCFガイドラインは誰に適用されますか？
TfS PCFガイドラインは、化学メーカーに適用されます。 

しかし、このガイドラインは、バリューチェーンの上流と下流の両方にある他の企業にも役立ちます。下の図は、化学
品のバリューチェーンを例示したもので、各バリューチェーンにおけるTfS PCFガイドラインの関連性と適用に関する
注記が記載されています。バリューチェーンを理解するためのツールとして、ご活用ください。

サプライヤー向け：PCF算定方法

TfS PCFガイドラインは、化学産業において製品カーボンフットプリント（PCF）を
算定するための世界標準およびガイドラインとして機能するものです。

ガイドラインの主な目的は、サプライチェーンのメンバー間でのPCF情報の共有を促進し、事業者がスコ
ープ3の温室効果ガス（GHG）排出量を追跡し、削減努力を支援できるようにすることです。異なる評価
手法から生じる不一致を防ぐために、認知されたガイドラインに紐づき、モデル化のために十分に記載
された基礎の重要性を強調しています。

TfSは、主にLCAの専門家や企業内でPCFの算定を担当する方々を対象としたコースを提供しています。
責任者は、サステナビリティや環境の担当者であったり、業務担当者である場合もあるかもしれませ
ん。

このコースを修了すると、次のことができるようになります。

•	 TfS PCFガイドラインに準じてPCFを算定する。
•	 必要な場合、どこで詳しい情報を得たり、サポートを求めたりできるかを理解する。

サプライヤー向け脱炭素化への道のり：推奨されるトレ
ーニング資料の概要
TfSは、PCFに関する現在の知識のレベルにかかわらず、皆さんをサポートできるトレーニング教材を開発しまし
た。

変化をもたらす
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Supplier FAQ  
PCF Data

Q: What is TfS? 
A:  Together for Sustainability (TfS) is a global initiative promoting sustainability across  

the chemical industry’s supply chain. It has over 50 members, including some of the  
largest chemical groups. 

Q: What are Scope 3 emissions? 
A:  Scope 3 greenhouse gas (GHG) emissions are indirect emissions associated with  

a company’s value chain, including emissions from its suppliers. Scope 3 emissions  
typically represent the greatest proportion of a company’s total GHG emissions.  
The chemical industry accounts for a very high level of global GHG emissions,  
approximately 77% of which are Scope 3.

Q:  What is the difference between PCF and Scope 1, 2, and 3 emissions? 
A:  While “Scopes” follow the boundaries of a company, product carbon footprint follows  

the physical product.  To calculate a PCF, a company may use similar data as they do  
to calculate Scope 1, 2, and 3, but the data is specific to the emissions associated with 
producing a particular product, including the raw materials and logistics that goes into  
the product, in a particular geography, rather than all the emissions related to the  
company as a whole. 

Q: Why is it important to reduce Scope 3 emissions?
A:  Scope 3 emissions typically represent the largest share of a company’s total GHG  

emissions. In the chemical industry, Scope 3 emissions account for approximately 77%  
of total emissions. Many global companies in chemicals and other industrial sectors are  
reluctant to commit to tackling Scope 3 emissions because they are challenging to  
address. However, to keep global warming under 1.5 degrees Celsius, Scope 3  
emissions cannot be ignored and, as an industry, we are taking action now. 
 
The emissions of purchased goods and services (Scope 3, category 1) often compose 
a large share of Scope 3 emissions. With PCF data from their suppliers, companies can 
better calculate their Scope 3 impact. 

Q: What is the TfS PCF Guideline?
A:  The Together for Sustainability (TfS) Product Carbon Footprint (PCF) Guideline has been 

developed by TfS members and provides specific calculation instructions for emissions 
from “cradle-to-gate” for chemical materials. It harmonizes PCF calculation approaches 
across the industry and is applicable to the vast majority of chemical products.

Q: How is the PCF Guideline different from other standards? 
A:  Existing emissions guidelines, such as ISO and the GHG Protocol, do not meet the  

specific needs of the chemical industry. The PCF Guideline addresses the challenges  
of calculating Scope 3 emissions in this complex industry, providing the necessary  
level of detail and specificity. 

 However, while the Guideline is unique, it aligns with international standards.  
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シーメンス
「お手伝いできることは？」

PCFガイドラインは
有用ですが、直接適
用することはできま
せん

PCFガイドライン
が適用できます

PCFガイドラインが
役に立つかもしれま
せん。 こちらもご覧
ください：海上貨物
憲章、GLECフレーム
ワーク、SFC

PCFガイドラインは、
末端市場向け製品の
カーボンフットプリン
トのインプットをサ
ポートしています

PCFガイドラインが
役に立つかもしれま
せん

PCFガイドラインが適用
できます

PCFガイドラインは、こ
れらの物品へのインプッ
トをサポートしています

Together for Sustainability（TfS）は、化学業界全体のCSR（企業の社会的責任）の基準を積極的に引き
上げています。TfSのメンバーは、自社およびサプライヤーの事業における持続可能性の改善に取り組んでい
る化学企業です。

Together for sustainability.
Chemical supply chains for a better world.

TfSウェブサイト   |   TfSアカデミー    |   メンバーログイン

学習プラン 対象者 詳細

気候変動に関する基礎知識 •	 企業のサステナビリティチーム
•	 サステナブルな調達チーム
•	 調達・販売チーム

気候変動はいたるところで起きています。私たちは、気
温の上昇、海面上昇、暴風雨や洪水の頻度の増加を通
じて、その影響を実感しています。
TfSメンバーは、2015年にパリで開催された国連気候
変動会議で合意された、地球温暖化を2°C未満に抑え
る目標に取り組んでいます。この目標を達成するため
に、TfSはメンバーとそのサプライヤーに対し、サプライ
チェーンにおける温室効果ガス排出量を効果的に削減
するための枠組みと算定ツールを提供しています。この
学習プランを修了すると、学習者は気候変動に対して今
すぐ行動することの重要性を理解するはずです。

スコープ1と2の排出量とは
何か

•	� スコープ1と2および脱炭素化の担当
者（業務、サステナビリティ、HSEな
どの部門）

•	 調達・販売チームのメンバー

地球温暖化と気候変動は、持続可能な開発における重
要な問題です。多くの政府は、排出量取引プログラム、
自主的プログラム、炭素税やエネルギー税、エネルギー
効率や排出量に関する規制や基準の導入などの国家政
策を通じて、GHG排出量を削減するための措置を講じ
ています。GHG排出量の算定は、事業者が脱炭素化の
道のりを歩み始めるための重要な第一歩です。この学習
プランを修了すると、学習者は排出量にはさまざまな種
類があることや算定プロセスの重要性と基礎を理解で
きるようになります。

スコープ3排出量とは何か •	 スコープ3と脱炭素化の担当者
•	� 業務、調達、サステナビリティのチー

ムメンバー

スコープ3の排出量について学ぶことは、環境責任、サ
ステナビリティ、気候変動の課題に取り組む組織や個
人にとって不可欠です。スコープ3は、通常、スコープ1や
スコープ2の排出量よりもはるかに高い排出量であるた
め、これらのGHGの削減に取り組むことが重要です。企
業のスコープ3の排出量を理解することは、規制要件に
合致し、競争力を高め、より持続可能で強靭な未来に貢
献します。この学習プランを修了すると、学習者はスコ
ープ3排出量とは何か、なぜ企業のスコープ3排出量を知
ることが重要なのか、そしてその算出方法を理解できる
ようになります。

気候変動目標の設定方法 •	� 企業の気候変動目標に関する意思決
定者

•	� 目標設定の担当者（サステナビリテ
ィ、調達、業務などの部門）

気候変動目標は競争上の優位性をもたらします。
気候変動は現代の最も差し迫った課題の1つであり、企
業はそれに対処する上で重要な役割を担っています。野
心的な気候変動目標を掲げている企業は、評判面での
メリットを得られることが多く、それは優先サプライヤ
ーとして見られることでもあり、また厳しさを増す規制
や市場嗜好の変化に対する事業者の気候変動問題の耐
性を高めることにもなります。気候変動目標を設定する
ことは、地球に対する責任ある行動であるだけでなく、
競争上の優位性ももたらします。この学習プランは、気
候変動目標を設定するための最初のステップです。この
コースを修了すると、学習者は科学に基づく目標とは何
か、企業の科学に基づく目標の設定方法を理解できる
ようになります。

排出量削減をしっかり理解
する

•	� 業務、調達、イノベーションにおける
脱炭素化の担当者

この学習プランは、化学業界の企業が脱炭素化の取り
組みを始めるのに役立ちます。
この学習シリーズでは、専門家が排出削減対策を最も
効果的に実施する方法について、化学業界の知見やケ
ーススタディを紹介します。この学習プランを修了する
と、排出量削減の手段を理解し、化学産業のバリューチ
ェーンにおける温室効果ガス排出量を削減するさまざ
まな方法を評価する方法を理解し、自社やサプライチ
ェーンにおいて排出削減につながる対策を計画できるよ
うになります。

TfS PCFガイドラインと
PCF算定方法

•	 企業のサステナビリティチーム
•	 調達・販売チーム
•	� PCF担当者、LCAの専門家または環

境対策の担当者
•	 PCF算定の責任者（業務など）

製品カーボンフットプリントを算定することで、化学産
業におけるスコープ3の温室効果ガス排出量を特定、追
跡、削減するための製品レベルでの最適な情報が得ら
れます。化学品のサプライチェーンをより持続可能なも
のにするために取り組んでいるTfSメンバーとサプライ
ヤーは、化学業界における温室効果ガス排出量削減の
責任をともに負っています。スコープ3（上流）の温室効
果ガス排出量は、化学企業の排出量の大部分を占めて
います。そのため、製品カーボンフットプリントを理解
し、効果的に管理することは、この取り組みにおいて極
めて重要です。この学習プランを修了すると、学習者は
PCFが何であるか、またTfS PCFガイドラインの役割と
そのメリットについて理解し、TfS PCFガイドラインに
基づいて製品カーボンフットプリントを算定できるよう
になります。

TfS PCFデータ交換ソリュ
ーション

•	� PCF担当者、LCAの専門家または環
境対策の担当者

•	 PCF算定の責任者（業務など）

TfS PCFデータ交換ソリューションは、TfSメンバーと
サプライヤーが上流の製品カーボンフットプリントデー
タを安全に共有できるITソリューションです。これによ
り、企業は業界横断的な比較や排出量の集計・管理を
容易に行えるようになります。この学習プランには、TfS 
PCFデータ交換ソリューションを活用するために必要な
すべてのリソースが集められています。

貴社が取る行動すべてを、よりサステナブルな未来のために役立てる

挑戦を受け入れ、機会をつかみ、ネットゼロへの道をリードする

その他のリソースについては、TfSのウェブサイトとTfSアカデミーにアクセスしてください。 
 

PCF算定のプロセス

どんなステップが含まれるのでしょうか？
インタラクティブなインフォグラフィックをご覧ください。

https://www.tfs-initiative.com/ja/%e3%81%8a%e5%95%8f%e3%81%84%e5%90%88%e3%82%8f%e3%81%9b
https://app.sigreen.siemens.com/
https://www.tfs-initiative.com/app/uploads/2024/10/PCF_infographic_JP.pdf
https://www.tfs-initiative.com/app/uploads/2024/03/TfS_PCF_guidelines_2024_Japanese_pages-low.pdf
https://www.tfs-initiative.com/app/uploads/2024/10/Supplier-FAQs_JP.pdf
https://www.tfs-initiative.com/app/uploads/2024/10/Supplier-FAQs_JP.pdf
https://www.tfs-initiative.com/ja/tfs%e3%82%a2%e3%82%ab%e3%83%87%e3%83%9f%e3%83%bc
https://www.tfs-initiative.com/ja
https://www.tfs-initiative.com/app/uploads/2024/10/Supplier-FAQs_JP.pdf
https://www.tfs-initiative.com/ja/tfs%e3%82%a2%e3%82%ab%e3%83%87%e3%83%9f%e3%83%bc
https://www.tfs-initiative.com/app/uploads/2024/10/Supplier-FAQs_JP.pdf
mailto:mailto:sigreensupport.industry%40siemens.com?subject=
https://www.tfs-initiative.com/ja/tfs%e3%82%a2%e3%82%ab%e3%83%87%e3%83%9f%e3%83%bc
https://www.tfs-initiative.com/app/uploads/2024/07/User_Guide_Requesting_a_PCF.pdf
https://www.tfs-initiative.com/app/uploads/2024/07/User_Guide_Responding_to_a_PCF_request.pdf
https://www.tfs-initiative.com/app/uploads/2024/10/PCF-Exchange-solution-FAQ-for-suppliers_JP.pdf
https://siemens-help.stonly.com/kb/ja/
mailto:mailto:sigreensupport.industry%40siemens.com?subject=
https://www.tfs-initiative.com/ja
https://www.tfs-initiative.com/ja/tfs%e3%82%a2%e3%82%ab%e3%83%87%e3%83%9f%e3%83%bc
https://www.youtube.com/channel/UCzdupADJJ3vutj6ICZ0a1-g
https://www.linkedin.com/company/together-for-sustainability/
https://www.tfs-initiative.com/ja/tfs%e3%82%a2%e3%82%ab%e3%83%87%e3%83%9f%e3%83%bc
https://www.tfs-initiative.com/ja

